












研究の目的 

周産期の母児管理法の進歩,とくに MEや生化学的手法を用いる胎児モニタリングの進歩と

普及により,周産期が原因となって生ずる心身障害や周産期死亡率は近年著しい減少を示

している。しかしながら,心身障害や周産期死亡の原因となっているものを詳細に検討して

みると,最近の傾向は,未熟性の強い早産児や,胎児発育障害の強い低出産体重児の問題が

逆に大きく浮かび上ってきていることがわかる。早産未熟児や低出産体重児では,新生児集

中強化医療を必要とすることが多く,それだけに,早産防止対策,胎児発育遅延の原因の究

明,早期発見,治療は,近年の周産期医療の最も重要な課題となっている。 

胎児の生存に最も大切な母体は,胎児の生活環境そのものであるといえるが,母体の健康が

損われている場合,すなわち,内科的あるいは外科的,産科的合併症を有するhigh risk妊娠

では,胎児環境の悪化により,児は潜在的胎児仮死の状態となる。これに未熟性が加わった

り,分娩のストレスが加わると,児は hypoxia や代謝性アシドーシスを発生し,結果的に心

障障害の後遺症を発生しやすくなる。したがって high risk 妊娠における妊婦管理,分娩誘

導のタイミング,遂娩法の検討,分娩時胎児管理,fetal distress 発生に対する治療法の確

立と普及は,母児にとって極めて重要な課題である。 

一方,新生児集中強化医療の充実,技術の安全性と普及は,児の娩出のタイミングを決める

上でも,また,high risk infant の intact surviva1 をめざす上でも,極めて大切な問題で

ある。呼吸管理,体液管理の問題点を追求し,基準的管理法を確立することは,児の予後調査

,未熟網膜症発生予防対策とともに緊急の課題である。健全なる児の発育のためには,母体

の健康は欠かせない因子である。母体死亡の減少はみられているが,母体の妊娠を契機とし

ての罹病状況は現状でもとらえ難く,むしろ,医学の進歩により,従来妊娠分娩が不可能と

された内科的,外科的疾患を合併した妊婦が増加している傾向がある。妊産婦死亡の近年の

実態を探り,また,褥婦のその後の健康を追跡調査することは,今後の母子保健行政にとっ

て得ることが大きいと考えられる。以上の諸課題につき,3 年間の統括をするのが,今年度

の研究目的である。 


